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'
一

.

H 

,? 0
へ
.ジ
ョ
.ゾ
ソ
ン
教
授
は
、

f

九
五
八
年
の
彼
.の
著
作『

外
国
貧
易
と 

.経
済
成
長
セ
も
襲
さ
れ
て
お
り
、
'そ
の
名
は
わ
が
国
経
済
_

匕
.周
知
の
と
：へ
 

こ
ろ
で
あ
る
ぅ
。
本
書
.は
、
.
' ジ
'3
ジ

.ソ
ジ
教
授
：の
最
近
著
：で
あ
'̂
、
：パ
キ
ス
：タ 

ン
で
:0
.._

「

経
済
専
|
1家
，の
..た
.め
0
再
教
育
講
.座』

p
a
k
i
s
t
a
l
r
R
e
f
r
e
s
h
e
r
c
o
i
®
. 

for Economists.

の
講
義
録
を
中
心
：に
"
そ
.れ
に
.最
近
の
：論
.文
を
も
合
わ
せ
て 

収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
ず
”
そ
.の
構
成
.を
み
.る
と
、
'書
名
に
と
り
た
：如
き
.. 

三
.部
か
ら
成
:0
て
い
る
。

J第
二
部 

' 質
易
.と
成
長

' 

' 

.

,

,

.

.

.第
'ー

章

、
国

際

収

支

、

第

ニ

章

比

較

生

産

費

と

商

業

政

策

:>
第

三

章
 

.関
税
同
盟
の
経
済
理
論
？
第

3
章

附
録

.関
税
同
盟
の
マ
ト
シ
ャ
ル
的
分
、
 

析
、
第
四
章
.
経
済
開
発
と
国
際
質
易
、
附
録
貿
易
お
ょ
び
成
長
に
亂 

す

^

近̂
の
文
献
目
録
。
':
.

. 

.

九

四

ニ

八

四)

”
;
第
一1

部
' 
貨

幣

'
”ペ

^

第
五
章
/

貨
幣
理
論
''
>
:
:ヶ
：ィ
ン
ズ
経
済
学
、
'.

第
六
章
'
: 

r
「

般
理
論」

ニ

:
リ
十
；五
牟
。
;:
-
,-:

.
_

:

-:
.
.

■

證

：
一

部

ふ

経

済

成

長

“

'.
'
-'
:”

.
，

.

■'
■

.
 

h

•
第

七

章

^
济
開
発
に
お
け
る
訢
画
と
市
場
’第
八
章
，"
豊
富
の
経
済
学
、

.

.

.
第
九
.章

::
;
.
.
ゆ
だ
か
な
社
会
め
.社
会
政
策
。'
:
.
:
.
;
.
:
.
'

以
上
：の
自
次
か
ら
わ
が
.る
：ご
>
rく
：本
書
の
.及
ぶ
；問
題
領
域
ば
非
常
に
広
範
で
. 

あ
る
。
第
‘
部
は
、
著
考
の
専
門
と
す
：る
国
際
質
易
理
諭
で
あ
ゐ
。
第
一
、
ニ 

章
は
、.
前
著
ー
の
第
ラ
部
，
8-
1
1部
に
お
い
て
各
：々
：
 >

 
層
厳
密
な
形
で
取
り
扱
わ 

れ
女
問
題
の
餚
潔
な
展
望
で
あ
ヵ
ノ

第
一
蒙
の
論
文
は
前
著
で
は
全
然
ふ
れ
ら 

れ
な
.か
っ
た
新
し
い
：問

勝

,^
域
、
.第
.四
.章
■は
、
前
著
め
主
要
テ
ー
マ
の
展
開
で 

あ
る
...
が
_そ
の
後
©'
理
論
：の
進
展
、を
も
フ
.ォ
、ロ
.._.

—

し
て
.い
.る
。
.
.第
..ーー
讯
.
t
、
. 

3
幣
，
 

論
を
中
心
.と
.し
'た
著
者
の
ヶ
ィ
ン
：̂

驗
済
学
0
再
^-
討

..で
：
あ

る

‘
。

経

済

理

論
 

一
般
の
見
地
.か
ら
み
る
時
、
^
れ
が
本
書
0
中
で
警
示
唆
に
と
み
、
©
要
な 

問
題
提
起
を
含
^
で
'あ
ろ〜

著

考

の

最

近

の

ぐ

窃

ぎ

良

艮

き

歸

ぽ 

泛
立
|

、
誌

，
上
ー
の
：
サ

ー

ヴ

モ

ィ

論

文

.と
ム
ロ
せ
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
.
I

s
 

に

お

て

わ

，れ
わ
れ
.は
、
'ガ
ル
'プ
レ
ィ
ス
の「

ゆ
た
，が
な
社
^」

等
に
関
連
し 

て
の
著
者
の
新
®
で
興
味
あ
る
現
代
資
本
主
義
論
を
.紹
介
さ
れ
：る
。：

.
こ
な
で
は
、.
本
誌
編
集
者
の
方
對
に
従
い
第
一
^

の
国
^
®
易
論
に
関
す
る 

部
分
の
み
取
り
上
げ
、
又
；ス
ぺ
ー
：ス
の
許
，す
限
り

.そ
'の
.要
旨
の
紹
介
.を
行
ぅ
。 

'固
際
経
済
学
'の
学
会
展
望
.と
し
.で
.は
、
'L'
.
.
,
A
•
.
メ
.
.ッ.
.■ラ
ー
.の
.'.u

p
、
1T
E
E 

「

古
典
的
分
析
：

」
.

の
ー
み
冗
限
定
さ
れ
る
が、
、
?
•
ヶー

ブ
ス
の
詳
細
な̂-
怒
等
. 

が
ぁ
'る
：。
：
本
書
も-,
'「
経
済
学
の
サー

ヴ
ェ
：
す
* '

レ
.ク
チ
ユ
ア
！

」

で
あ
る
が
；

序

文

に

「

わ

ず

か

の

：ス

ぺ

ー

ス

で

広

範

な

問

題

.の

苒

検

討

を

意

図

す

る

学

会

展
 

链

で

あ

る

が

、
，
そ

の

E
：

的

と

す

る

と

.

.こ

ろ

は

.詳

細

な

学

会

地

図

を

与

え

，る

こ

と
 

で

.な

く

て

、

む

し

ろ

そ

の

主

■要

な

特

徴

.に

注

意

を

換

.起

す

る

こ

と

.

」

と

あ

る

'..よ 

ぅ

に

、

各

々

の

問

題

分

野

に

お

け

る

虛

耍

な

問

題

点

の

様

相

を

教

え

る

も

の

で

. 

あ

る

。

し

た

が

っ

て

先

ず

戦

後

の

斯

学

の

革

新

者

の

一

人

で

あ

る

著

者

が

、

現

. 

在

の

国

際

経

済

論

.の

主

要

，な

問

題

を

如

何

に

理

解

し

て
ぃ
.る

か

、

「

ジ

ヨ

ン

ソ
 

ン

教

授

の

国

際

■経

済

学

会

展

望

」

_
;と

し

て

み

て

い

く

こ

と

に

，す

る

„

そ

し

.て

第
 

l
i
.
r

四

章

に

関

し

て

は

そ

.の

議

論

の

エ

ッ

セ

シ

：ス

を

出

来

る

限

り

詳

細

に

紹

介
 

し

て

い

こ

5-
。 

-

.

.

.
*
•
■ 

氺v

1.

ヶ

イ

ン

.ス

..革

命

と

.視

実

の

K ;
ル

.，木

足

問

題

；の

経

験

と

に■.よ

1づ
.
.て

.、

.

国

際

収
 

支

間

題

の

理

論

的

ァ

プ

口
 

.
丨

チ

に

大

き

な

変

革

が

生

じ

た

。

.調

整

.メ
ヵ
.

'4

ズ

ム
 

の

問

題

か

ら

「

政

策

的

」

.
問

題

べ

変

化

し

た

。

政

策

志

向

的

な

理

論

モ

デ

ル

の

. 

研

究

が

J

、

E
 

.
ミ

イ

ド

等

に

よ

っ

て

な

さ

れ

：、

対

内

均

衡

と

対

外

均

衡

の

矛
 

盾

、

そ

の

調

整

と

い

ぅ

形

で

新

た

.な

分

析

方

法

が

-#
-
え
ら
れ
た
。

一
国
経
済 

の

総

所

得

と

総

支

出

の

関

係

と

.じ

て

国

際

収

十

乂

を

分

析

す

る

ア

ブ

ソ

1
プ

シ

ヨ
 

ゾ

•
ァ

プ

ロ

ー

チ

が

- ^
-
れ

で

あ

る

。
.
.2
3
|

国

際

収

支

、

>

|

総

所

得

、

E
 

-

-

-
総

支

出

を

あ

ら

わ

'す

と

、
.
.

が
、
分
析
の
出
発
点
で
あ
る
。

今

’
赤

字

調

整

策

を

.こ
の

式

に

.
'沿

づ

て

分

類

す

る

と

、

(1
)
芰

出

削

減

策

、

(2
)
 

支

出

転

換

策

が

あ

る

。

後

者

に

は

、

デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ュ
エ
イ
シ
ヨ
ン
と
質
易
統
制 

.が

存

在

す

る

。：

特

.に
デ
ィ
ヴ
チ
リ
ュ
ユ
イ
シ
ヨ
ン
は
、

.為

替

市

場

の

.「

安

定

条
 

件

」

：，.
の

問

題

.と

し

，て

理

論

的

研

究

が

盛

ん

に

行

わ

れ

た

。

:
'

「

不

安

定

性」

の 

:-

:

書

.

.

ハ

評

..... 

•

Posibilities

は
、
短
期
的
問
.題
を
無
祝
し
得
？)
.程
の
册
盼
を
と
る
な
ら
あ
ま
ひ 

現
庚
性
が
な
く
、'
;為
替
市
場
の
-
っ
不
安
定
性
^
は
，
：
あ
る
商
品
部
門
市
場
の 

:
「

不
{女
定
性」

ベ
が
：必
要
条
件
で
あ
る
こ
と
.が
知
ら
れ
て
い
“)

。
統
制
に
関
し
て 

は
、.

金
融
統
制
'と
滴
業
統
制
に
分
類
さ
れ
る
が
、
' そ
の
最
適
度
の
判
断
に
は
現 

実
的
考
虛
が
必
耍
で
あ
り
、「o

p
t
i
m
u
m
」

条
件
を
中
心
と
す
る
理
論
ょ
り

も
、
 

「second-best 」

.
の
理
論
が
.要
求
^
れ
る
と
い
ぅ
。

そ
し
て
ジ
ョ
ン
.ソ
ン
教
授 

.
は

,'
国
際
收
支
間
題
は
根
本
的
に
：貨
幣
的
現
象
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、「

構
，
 

造
的」

'不
均
衡
論
の
最
所
を
み
と
め
.な
が
ら
も
' 
従
来
の
構
造
的
不
均
衡
論
が 

■

や
や
も
す
れ
ば
そ
れ
を
忘
れ
が
ち
だ
っ
た
こ
と
に
不
満
を
感
じ
て
い
る
。

第
一
：

I

章
は
、
国
際
貿
易
論
の
：.リ
；ア
ル
な
：側
面
の
簡
明
な
要
約
で
あ
る
。
国
際 

質
易
：の
純
粋
理
論
を
'「

比
較
生
産
費」

.

「

黄
易
の
原
因
•
利
益」

「

財
お
ょ
び
要 

素
価
格
に
对
す
る
貿
易
の
#
» :」

，
に
関
す
る
最
.
ま̂
で
.の
理
論
的
効
果
を
：「

一一
 

.国
，
‘ ニ
財

-
ニ
耍
素
丨
労
«

-
資
本
|

ニ
次
同
次
の
生
産
函
数」

の
標
準
的 

モ
デ
ル
：に
し
た
が
ぃ
，

.-
レ
：矛
：ン
テ
ィ
エ
フ
流
の
截
何
学
的
手
法
で
障
明
す
る 

(

第一

一：図
参
照)

。
変
形
曲
線
と
社
会
無
差
別
_
線
を
使
用
す
る
に
あ
た
り
、
社
会 

無
差
別
1!
1
1線
使
用
に
伴
ぅ
理
論
的
困
難
は
次
の
ょ
ぅ
に
処
理
さ
れ
る
。
今
、
自 

.出
企
業
制
の
社
会
を
.考
え
，る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
■理
論
的
困
難
は
、.
或
る
.生
産
要 

素
所
有
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
所
得
分
配
が
生
産
の
変
化
と
と
も
に
変
化
す
る 

要
素
価
格
に
支
配
さ
れ
；
こ
ど
0
ぞ
し
て
生
産
点
の
変
化
が「

-H
:
^
の
選
好
体 

系』

を
個
人
の
選
好
尺
度
か
ら
導
出
累
加
す
る
時
の
，各
入
の
ゥH

ィ
ト
を
変
え 

て
し
ま
，TV

こ
‘と
。
し
た
が
っ
そ
変
形
蚍
線
か
&

立
な
社
会
的
選
好
を
仮
宠
す 

る
と
.か
、
.
.
.
所
得
免
配
を
特
定
す
る
あ
る
種
の
厚
生
政
策
を
：想
定
す
る
と
か
の
非

常
に
き
つ
い
制
度
的
仮
定
が
.必
要
■と
な
る
こ
と
.で
あ
る
。
' と
こ
ろ
で
国
際
贸
易

:

:

.

'

'

.
九
.五
へ
ー
八
五)



均
衡
の
特
質
を
ー
.小
.す
た
'め

め

'
.
ト

ゥ
ー
.

ル
：と
す
.る
限
り
.，
ぞ
の
難
点
に
は
関
わ
り
，
 

が
な
い
と
と
ァ
粟
た

潜̂
在
的
^
な
厚
生
改
善
と
い
；ぅ
意
味
控
軚
い
.て
判
^;

 ̂

る
限
り
、
贸
勒
.利
益
の
指
標
と
し
て
利
用
で
•き
る
で
あ
ろ
ぅ
と
。
そ

し

て「

贸 

易
の
利
益
-̂

が

-̂
雙

^
無
差
別
曲
線
に
上
：っ
て
承
さ4

"
「

交
換
悴
太
る
利
益」

：：

「 

——

所
得
効
來
と
代
替
効
果
の
和—

お
ょ
び「

特
化
に
ょ
る
利
益」

と
し
て

.

分

析

さ

れ

る

。
：

.

.V:
.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

く
次
に
、
サ
ミ
ネ
モ
ル
ソ
^

の

要̂
素
価
糌
均
等
化
卜
の
定
理
に
関
し
て
め
問 

.

題
で
.

あ
る
。.

そ
れ
は
：財
価
格
と
耍
素
価
格
と
.

の
■

間

に
-*
義

的

な

対

応

関

係

が

存
 

'

在
す
る
か
、.

就
中
，
要
素
価
格
と
そ
の
要
素
が
集
約
的
に
'

使
.

用
さ
れ
る
財
価
格

■ 

と
.

：の
間
に
、
一
対
一
の
対
応
関
係
が
存
在
す
.

る
4

否
が
：の
.
.問

題

に

：還

无

さ

：れ

る

* -
, 

か
か
る
対
応
関
係
'

が
'

存
在
す
る
場
合
.

を
檩
準
.

モ
デ
ル
に
開
：し
'

て
述
べ
る
と
、
① 

労
働
集
約
財
；、：.

資
：本
旗
約
財
の
相
烀
的
関
係
が
、
，.

要
素
価
格
の
.

変

化

如

何

に

.
か 

か

わ

ら.

ず
逆
転「

し
な
い
こ
と
、

.(
1

)

要
素
価
格
ど
財
価
格
の
一
' 

対
一
' 

対
応
を
維
持
- 

す
る
に
十
分
な
両
国
の
要
素
賦
存
の
相
似
性
. 

が
存
在
ず
る 

こ
と
で
.

あ
る
。
す
な 

わ
ち
要
素
価
格
と
共
に
変
動
す
る
資
本
丨
労
働
比
率
が
、
両
国
と
.も
同
じ
変
動 

域
に
：あ
る
場
合
は
、
財
価
格
の
均
等
化
が
要
素
価
格
の
均
等
化
を
も
た
ら
す
。
：，
. 

こ
れ
ば
定
理
成
立
の
た
め
の
$

#

で
あ
る
が
、
こ
の
い
ず
れ
も
な
き
時
は
、「
ぬ 

較
生
産
背」

を
：.

「

耍
素
賦
存J

.

fc
関
係
さ
せ
.る
.
.へ
ク
.シ
ャ
ー
•
-オ
リ
ー
ン
定
理
ト
 

も
成
立
し
な
い
こ
と
と
：，な
ろ
ぅ
。

：

.

. 

氺 

氺 

.
X
*

さ
て
'
最
近
の
国
際
贸
易
論
の
主
要
な
発
展
：の|

つ
.
.に「

関
税
同
盟」

/の
理
，
 

論
が
あ
る
0

:

…

.「

経
済
統
合」

は
、
関
税
同
盟
.に
要
素
の
.自
_
移
動
等
の
他 

の
協
定
を
も
含
む
も
の
と
し
ズ
3?
[
1
'
解
さ
れ
る
。両
者
は
多
く
の
共
通
点
を
有
し
、

■
K

六

ニ

八

六)

.以
下
の

,:
-
-
'

「

関

税

同

::

の
：理
論
は
、
；.

「

統
合」

.
そ̂
の
、ま
ま
適
用
出
来
ょ
.ぅ
。
 

f.

ヴ
ナ
ィ
ナー

が
>
.
;
1
-

質
易
創
造
効
果
じ
-'
と
'「

質
易
転
換
効
果
卜
の
概
念
を
使 

.用
し
尤
最
初
の
形
あ
る「

関
税
同
盟」

:-
の
：理
論
を
提
供
し5

。̂：：

ヴ

ァ

ィ

ナ

ー

の 

理
論
は
、
.生
産
の"location"

の
変
化
か
ら
.
-.
関
税
同
盟」

0
砠
罾

的
厚
生
に 

与
え
る
効
果
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
ゃ

そ
'の
'結
論
.は
、
通
念
に
反
し
て
、「

同 

盟

J

0
利

益

：は

異

質

国

間

に

お

け

.る
ょ

り

も

同

質

国

間

の

場

合

が

大

き

い

'
こ
と 

i
教

え
%

同

質

国

間

ヶ

，
丨

ス

の

方

が

> 
同
盟
後
に
相
互
灯
斯
於
き
か
ル
の
余 

地
を
多v

有
す
る
.'か
ら
で
あ
る
.。
し
た
が

0
て
参
加
‘国
は
、
.互
に
現
実
的
に
高 

度
，な
競
争
関
係
に
あ
り
、.潜
在
.的
^
高
度
な
補
完
関
係
に
：あ
る
の
が
望
ま
し
い
。

: 「

関
税
同
盟J

,

の
理
論
の
：複
雑
さ
は
、、
自
由
贸
易
の
要
素
と
；保
護
質
易
の
耍 

素
と
を
合
.わ

せ

：
て

持

，
つ

分

析

対

象

そ

の

.も

.の
の
性
格
に
由
来
し
て
い
る
。
S
論 

的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
-1
最
適
条
件
の
理
論」

.
で
は
な
く
.て
、「second-best

の
理 

論」

‘が
必

要

と

さ

れ

各

。

か

か

る

観

点

：か

ら

、

ジ
，
ョ

ン

ソ

ン

教

授

は

'
以

下

の

如 

く

「

関

税

同

盟

」

：
：
の_
論
を
再
構
成
し
て
い
_る
。：：

ジ
ョ
ン
ソ
ン
教
授
は
、

マ
ー
シ
ャ
ル
的
なT

消

費

者

余

剰

」
「

生

産

者

余

剰

」 

の

理

論

を

，使

用

し

て

効

果

分

析

を

疗

ぅ

。

議

論

の

単

純

化

<0
-
'た
め
：に
国
内
生
産 

.物
は
非
課
税
と
す
.る
。
完
全
競
争
.の
仮
定
に
.ょ
り

俪

格

.は

限

界

生

産

費

に

等

し 

く
決
ま
る
も
の
と
し
、

.

「

余
剰」

：
分
析
の
土
台
を
す
え
る
。

関
税
同
盟
は
、
同 

盟
諸
国
か
ら
の
輸
入
品
に
対
す
る
関
税
を
差
き
：!
に
撤
廃
し
、
非
同
盟
諸
国
か 

ら
の
輸
入
品
の
'関
税
は
継
続
す
る
。.こ
の
差
別
的
関
税
撤
廃
の
第
一
の
効
果
は
、
 

前
述
し
た
.「：
貿
易
創
造
効
果」

：
で
あ
る
0
そ
れ
は
高
コ
ス
ト
の
国
内
生
產
の
縮 

'小
か
ら
'発
生
す
る
コ
：ス
ト
節
約(

資
源
の
効
率
的
転
用)

の

「

生
産
効
果
/
お 

ょ
び
同
盟
諸
国
か
ら
..の
：
低

倾

格

：
の

輸

入

可

能

財

の

.消
费
增
加
に
ょ
る
.
1-
^
#
効

:

果
<-
-
.に
分
韻
で
き
る
。
.差
別

的

朝

税

撤

廃

：
の

.第
一I

の
効
果
は
、；

低
コ
ス
ト
の
非 

同
盟
国
か
ら
高
.コ
ス
ト
め
：同
盟
国
へ
の
,.「
質
易
転
換
効
果」

と
い
ぅ
不
利
益
で 

あ
る
。
.:
-第

！
一

一

の

効

果

は

、
.：生
廣

が

費

用

遞

增

状

態

に

あ

る

時

の

.
交

易

条

件

の

変
 

:化
か
ら
生
じ
る「

交
易
条
件
効
.果j

:

で
あ
る
。
そ
れ
は
贸
易
転
換
に
伴
っ
て
結 

|

'
果
す
る
沸
同
激
.屆
と
'
.の.交

易

条

件

有

，
利

化

' 
お
ょ
び
同
盟
国
と
の
交
易
条
件
不 

利
化
か
ら
生
じ
る
利
益
：
不
利
益
.で
.あ
る
.。：

そ
の
こ
.と
を

：
マ

ー

.シ

ャ

ル

烯

の

需 

:

要
.曲
線
と
供
給
曲
線
図
.形
を
使
用
し
て
説
明
さ
^,
る
。

.

氏

|
国
内
供
給
曲
線
、
.氐
+8/
/
|
国
内
供
給
曲
線
と
関
税
を
課
し
た
非 

同
盟
国
0
供

曲̂
線
の
：
和

、
',
'
:
:
&
十
8/
+
8/
|
そ
れ
.
に

関

税

を

課

し

た

同

盟

国 

の
、
供

給

曲

線

を

加

束

た

も

：
の

::
:
'
+̂'
8/
+
8,
|
同
盟
_

の

み

の

差

別

的

関

税 

,
廃̂

が

右

わ

れ

た

もぐ̂‘
十
ル
一―
関
税
な
き
と
き
の
国
内
お

<t
'
び
非
同
盟 

国
の
供
給
曲
線
の
湘
、
：D
-
-
-
国
内
需
要
曲
線
。
パ

'
.
.
.
'
' 
ノ

関
税
同
盟
^
結
ぶ
以
前
の
均
衡
点
は
?.
、

以

後

の

：均

衡

点

は

P2
で
'あ

ら

わ

さ 

れ
る
。
関
税
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
に
ょ
っ
て
お
こ
る
消
費
増
加
は
で
あ
り
、

\

国

内

本

お

け

る

高

：
コ
メ

.；
ト

生

產

の

中

止
_は
|
!
^
=
5
^
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
し 

た
1が
っ
て 

'

「

貴
易
創
造
効
果」

を
囱
示
す
れ
ば
ノ「

消
費
効
果」

.

：

と

「

生
産
効 

果」：

の
和
"
1
:

(

^

^
邊

“
到

が
そ
れ
で
あ
る
。「

質
易
転
換
効
果」

に
ょ 

る

非

同

盟

国

の

生

産

減

少

は

で

示

さ

れ

る

。
' 故
に
、T

質
易
創
造 

.
効
果」

.

^
'-
1質
易
転
換
効
果
1̂
4

:o
合
計
と
し
て
同
盟
国
の
生
産
増
加
は
、
 

o
^
+
f
T
+
^
^

T'
^

r
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

.

今
、
関
税
同
興
を
結
ぶ
こ
と
に
.

ょ
る
利
益
，，
•;
,

不

利

益

を「

消
費
者
余
剰」

、

V 

:
「

生

産

者

余

剰
H

び
'「

政
府
収
' X
J

等
の
：变
化
に
ょ
-
て
分
析
す
る
と
次 

へ
.'
.の
よ
'
ぅ

に

要

約

ざ

；れ

^

。

':
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:'

-
> 

九

：
七'
 

(
一

八
：
七

)

.'



.(H
)
,
.自
国
の
_
益
.の
変
動
へ
;;
:
.
.
.
.
:
.
:
.
.

'

0

V消

看

加

：
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養

■
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益
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農
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高

，
コ
ズ
；
ト

生

產

の

41
止
ね
ょ
る
コ
ー
：ス
ト
節
約
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<資
源
の
効
率
的
転
用 

に
ょ
る
利
益)

a
P
z
V
T

ン

■①
+
②
ぼ
，
申
す
ま
で
も
な
く「

賢
易
創
§

果」

か
,̂

発
：生
す
る 

利
益
：で
あ
る
。
そ
れ
は
.「

質

易

創

造

効

梁

」

と

，
，
価

格

^

^

分

と

の

積

■.
:の 
二
分
の
ー.
に
等
し
：か：。：
..
'

,: ..
'

/..

:

.

.

.
③

：

非
同
盟
国
务
の
交
易
条
件
が
有
利
化
し
た
'こ
と
か
ら
発
生
す
る
利
I 

、

d
p
g
2
f
2
、l, 

.

.

.
非
同
盟
国
品
の
価
格
減
少
分
と
、
.輸
入
量
と
の
稹
に
等
'
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、
o

'

L V
' 
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④

：
貿
易
転
換
効
來
に
ょ
る
不
利
益
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f
2

lf
1
、 n

贸
易
転
換
効
果
と
同 

■

盟
国
品
へ
の
蔽
與
に
ネ
つ
て
生
じ
る
価
格
増
加
分
と
の
稹
に
等
し
い
。

.
⑤

同
盟
:«
;̂.
の
，交

易

条
.̂ .
ガ
不
荆
化
.し
たこ
し
と
か
ら
発
生
す
る
不
利
益 

O
F
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K
p
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=

d
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F
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関
税
同
盟.
を
結
ぶ
以
前.
の

同

盟

国

.
か

ら

. 

の
输
入
置
ど
、

(

以
後
に
故
け
る
：同
盟
国
の
.
缻
格
增
加
分
と
め
積
に
等
も
；

S

同
盟
国
の
：利
益
の
変
動
へ(

生
産
^

0利
.益)
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'

.

.

.⑥

輸
出
伽
格
上
昇
に
由
来
ず
る
利
益
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2
K
p
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N
F
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関
税
同
盟
を
顧
ぶ
以
前
.の

輸

出

量

，と
"
同
盟
以
後
の
価
格
増
加
分
と
の
：

‘

费

に

等
.1
.
い
。.
.
.
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:
.■. 

V

⑦

生
産
^
加
に
to
来
す
.る

利

益A
P
1
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P
2
,

貿
易
創
造
効
果
と
質
易 

転
換
効
果
.と
の
和
と
、
同
盟
国
の
輸
出
価
格
堉
加
分
.と
の
積
の
一
芬
の
：

一
に

.等
し

い

。

的
：；

非
同
盟
国
'の
利
益
.の
変
動(

坐
産
^
^

⑧

交
易
条
件
の
不
利
化
に
出
来
す
る
不
利
益
.
.
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関
税
同 

て

う

-
.'.
盟

以

後

の

輸

出

量

：

f
、
:-
:価

格

蟹

分

と€»
镣

に

等

⑨

生
産
減
少
に
由
来
す
る
不
利
益
.>

L
F
2
、F

/
、

贸
易
転
換
効
果
と

::
'

4
、
.:
,
-自
国
の
：立
場
.か
ら
.関
税
同
盟
支
結
ぶ
こ
と
^
有

利

か.'
不

利

か

を

判

断
 

す
る
と
す
れ
ば
、；「

©
十
©

+

©丨
©

l

@

Jが
：正

で

あ

れ

ば

有

利

'で
お

り

、 

負

：の.と

-.
#
は

木

利

：と

免

る

。
：
し

尤

が

:0
て
、''
,
@
貿

反

劍

鑛

果

が

大

き

い

ほ 

;>
:
':
.
'
:'(
§)貿

易

転

換

効

果

が

小

さ

：
；
，
ほ

ど

、

@
関
税
同
盟
：を
結
ぶ
以
撕
の
輸
入
量 

:ぃ
に
.お
.い
.て
、：.
.非
同
盟
国
_か
.ら
0
も
の
が
.大
キ
0
,く
、
.
同
盟
国
か
ら
の
輪
入
が
小
さ 

,い
於
ど

-'
'
;(
0
)
!
1
^
:

価
旅
低
下
の
幅
が
大
き
1.
.
>
#ど
、
.
自

国

の

立

場

か

ら

み

た

関
 

親

同

盟

の

刹

：益

：は

大

#;
乂
な
务
で
あ
み
ぅ
。
逆
.の
場
合
は
利
益
が
小
さ
い
か
、
 

関
税
同
盟
を
結
ぶ
こ
.と
；
は
，
不

利

で

灰

る

。-;
: 

V

:.,
'

.■，
次
.に
、
：世
界
的
見
地
か
ら
関
税
同
盟
の
効
凍
を
み
る
；と
、
⑤
と
⑥
、
お
よ
び 

(3
)
と

:(
1
)は
各

：々

相

殺

ざ

れ

る

。

''
;
'し
た

が

つ

て

関

税

同

盟

が

.世

界

的

利

益

に

及

ぼ
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正

で
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か

負

で

あ
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か

に
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ク

：
て

判
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：
れ

よ
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す
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わ
_ち
、ハ
第
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図
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お
.け
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I
M
R
P
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+
P
1
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へ
と
、：O

F
&

、F
i
、N

(
+
F
^
N
)

の
面
積
の
大
小
関
係
.'
>

F

i

N

x

_

;
の
.関
係
允
よ
っ
\て
判
断
で
き
る
。
故
'に
.、_「

韵

(

=
3|
')

<
国

」

、

.す
な
わ
ち
賀
易
創
造
効
果
、が
質
易
転
換
効
果
よ
，り

も
大
き
い
限
り
に
お
い
て
、，
 

関
税
同
.盟
.は
世
界
金
体
と
し
て
の
利
益
を
も
增
加
す
る
と
結
論
さ
れ
る
。

.
:.
似
土
は
輸
入
面
か
.あ
の
汾
析
で
あ
る
が
、:
ジ
ョ
：ン
ソ
シ
教
授
は
輸
出
茴
か
ら 

の
関
税
同
盟
の
.利
益
分
析
を
翁
ぅ——

自
国
と
同
盟
国
と
の
立
歡
を
変
ぇ
た
昜

'X
合
。
し
.か
し

此■

第

.四
章
は
.、

同

じ

テ

ー

；
マ

を

多

く

^t

胗
を
鉱
紙
：し
广
餍
明
解
に
そ
ウ
論
旨
を 

,

N

Mで
は
、
同
盟
展
開
す
る
。
完
全
雇
用
、

.完

全

競#-
の

仮

定

の

，
も

と

に

：、

ニ

国

丨

ニ

財

丨

ニ

要
 

' 

:国お
よ
び
非
同
素
，の標
準
モ
デ
ル
を

^
用
す
る
o,
完
全
特
化
ヶ
ー
ス
と
不
完
全
特
化
ヶ
ー
ス
が 

,'T
,

盟
国
.の
生
産
コ
，

考
え
ら
れ
る
が
、
此
M
で
は

不
完
全
特
化
ヶ
ー
ス
の
み
を
紹
介
す
る
こ
と
.と
す 

.
'.
ス
.ト
.
1
1
定
の
.ケ
.
.

る
0

'

—

ス

と

共

に

割

'
先
ず
経
済
成
長
が
.输
.

r<|§

要
お
i
.び
そ

：
の
：国

の

輸

入

依

存

度

に

与

え

る

効

果
 

愛
す
る
。

を
類
別
.し
よ

ぅ

。_今
、輸
出
可
能
財
>
<、輸
入
可
能
財
¥
を
各
々
の
軸
に
と
る
。
 

.
と
と
ろ
で
こ
.

経
：済
成
長
は
変
形
曲
線
于
宁
の
.：1
-
へ̂
の
シ
フ
.ト
に
よ
つ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
偭 

'

れ
ま
で
の
関
税
:

格
は
世
界
市
場
に
お
い
.て
決
定
さ
れ
、
不
変
と
し
¥
^
お
よ
び
赇
が
の
勾
配
で 

,
,同
盟
.の利益分示す

-°——

完
全
特
化
ヶ
.丨
ス
の
生
産
は
、
；2
;な
い
し
^
で
あ
る
0
経
済
成
長 

析
は
質
易
の
の
効
果
は
ぺ
国
民
所
得
人
輸
入
可
能
財
で
測
定
す
る
と
ズ
か
ノ
ゎ
河
か
ら
が
紀
、
 

Y 

,

M

.
r 

M 

, 

:
T 

I 

—
—

o
.
.

「

特
化
に
よ
る
.
.増
加
'
.̂
、
消
費
均
衡
点
は
亡
か
ち
び
丨
へ
：、：
生
產
均
衡
点
は
ぞ
か
ら
铲
へ
の
シ
フ 

.

利
益

」

と

「

国
ト
に
あ
ら
わ
れ
る
。：わ
れ
わ
れ
が
知
り
た

1'
-
輸
入
に
対
す
る
影
響
は
"

0
<
^
か 

.際
分
業

.(

交
換)

‘に
よ
る
^ 1
益」

と
.呼
ば
^

I
も，
のであ？た。し
か
し
か
か
ら

b
;
b

へ
の
変
化
の
中
に
示
さ
れ
.'る
P
第

.ニ
図
に
：お
い
て
は
、
c

b
、

お 

る
伝
統
的
在「

質
易
の利

益
：,.

の
他
に
も
関
税
同
盟
の
重
要
.な
経
済
的
側
面
が
.

よ
び
盖
が
原
占

で̂
交
わ
る
よ
ぅ
に
作
図
さ
れ
、
経
済
成
長
：に
よ
つ
' 
て
輸
入 

指
摘
さ
れ
る
。
域
内
市
場
の
拡
大
に
も
と
づ
く
新
た
.な
掘
済
的
優
位
性
の
発
生
ぺ
需
要
•

輸
出
供
給
；
所
得
が
等
し
い
割
合
，で
増
加
す
る
I

で
あ
る
。
経
済
成 

:が
そ

れ

で

あ

る

要

約

す

る

と

①
競
净
の

拡

大

、

②

、安

定

し

た

市

場

拡

大

に

■長
の
.型
は
貿
易
に
与
え
名
効
果
に
し
た
が
つ
て
次
の
；_五
つ」

の
；
成

長

.

.
パ

.
タ

，
丨

ン
に 

よ
る
域
内
諸
国
の
成
長
率
の
上
昇
、
③
：

「

規
模
の
経
済

」

：の
利
用
が
可
能
と
众
分
類
さ
れ
る
。：：

©

「

超

暑

易

偏

向

的」

：
&

|

?

-

|

-
げ
^

②

爾
 

る

等

々

之

^

^
は
い
ず
れ
も
1

:
シ
ト
フ

$

:;
!
教
授
.が

強

調

し

て

い

る

こ*

質
易
倜
向
的」

p
r
?
t
l
e
-
b
i
l
d

 

‘
(3
)
'

「

中
立
的
：

」

：.善

区

「

逆
.貿
易
偏
：
 

.力

.

严
. 

向
^'」

.
1̂1̂

-
?炉^
|
1
:
:
>

-̂
8
6
{
1
'
.
‘
'
.
©
.

「

超

逆

質

易

備

向

的

，

」

.

.Et,ra-anti-trade—

、

;*
,

..*

 

ぃ

,:
'■
.■'
. 

biased. 

v

..
:!
- 

' 

■

V 

. 

.
■ 

ず

ョ
ン
ソ
ン
教
授
は
、
.俞
著

:'
.

『

外
国
_貿
易
と
餒
済
成
長』

':
.に
'
お

い

そ

種

々

の

输

入

需

要

に

与

ん

を

経

済

成

悬

の

効

果

は

い

士

お

よ

び

铲

の

l

fc
左

右

さ

 

タ
ィ
フ
の
経
済
成
長
.ヵ
外

国

質

易

に

与
.え
る
影
響
'^
分
.析
.考

い

る

。_
本

書

の

；
れ.て
い
る
。.
才
な
わ
ち
輸
奇
能
財
に
対
す
る
成
長
国
の
消
費
と
生
産
の
ヒ
^
^
^



図
第

へ
ィ
ビS

丨

：

に
ょ
.

つ
で
決
定
さ
れ
る̂-

-

-

-完
全
#

化
ヶ
ー
ス
.に
.
お
い
.

て
は
、
：
消
費
：

の
ビ
ベ
ィ
ビ
ァ
ー
の
，み
で
決
定
す
る
。
今
、：
^

費
効
果̂

^

貞
効
果
と
に
.分
離 

し
:■

<

輸
入
可
能
財
に
対
す
る
成
長
の
効
果
を
考
察
し
ょ
ぅ
。
第
一
一
図
の

.「

中
. 

.立
的」

成
長
パ
タ
ー
ン
の
均
衡
点
ぴ
お
ょ
び
+

ド
を
中
心
に
し
て
、
消
費
効
果 

(

第
三
図)

と
生
産
効
果(

第
四
図)

の'
.五
っ
の
パ
タ
ー
ン
を
図
示
す
る
：

と

、
右
の
如

1
0
〇

(

1
九
〇)

:x
そ

れ

が

同

じ

方

、向

な

い

し

少

く
 

'と
も
.
.

1

.つ
，が
中
立
な
る
と
き
.は 

IX
'
.問
題
な
い
と
し
て
も
、
各
々
が 

反
対
方
向
に
作
双
す
.る
場
合
は 

•「

偏
向」

の
程
度
を
比
較
す
る 

I.:.

. 

'
困
難
が
あ
る
。，、そ
：.の
.こ
.
.
.
と

は
 

.「

輸
.入
需
要
め
顶
得
弾
ヵ
性」 

.

.

.
を
次
の
.如
く
図
解
す
るAJ:

と
'に 

.よ
っ
てI

応

の

解

，決

方

法

が

見 

出
せ
る
。
.第
五
図
に
お
い
て
、
 

輸
入
増
加
率
は
、

C
C
7
H
C

卩 

k

oP
P
、/
H
P
"
Q
Q
、/
H
Q

 

で
示
さ 

.
れ
る
。
：
所
得
増
加
率
は
、
I

、
/ 

〇
M
=
N
N
7
0
N
:

で
：あ
ら
わ
さ
れ
る
。
.す
^.
わ
ち「

輸
入
需
要
の
所
得
弾
力
性
し 

は
、
.「

8
7
H
0小；N
N、
o

N

Jで
あ
5 -
わ
す
こ
と
が
で
き

る

。

第
五
図
に
お
い 

.て
は
0
1
1が
、M

N
'

お
.よ
びM

、N
、；

に
平
行
な
ヶ
ー
ス
で
あ
る
が
、
そ

れ

よ

り 

も
右
佃
，に

0
1
1が
引
か
れ
.：る
場

合

も

、

左

侧

に

引

.か

れ

る

場

合

も

あ
る

。
.各
 々

の
：ヶI
ス
に
し
た
が
っ
て
、「

中
立
的」

成
長
‘ハ
タ
I
ン
：
^
J、s

Q

"

i

、
o
z

へ
く
な
る̂—-

第
二
図
の
変
形
曲
線
、
社
会
無
差
別
曲
線
は
，省
略
す
る
。
.こ

の

消

■ (
■
>1
骢
網
0
淨
#
戡
け
阵
=
1

)

、「

順
貴
易
爵
向
的
'-
-
'成
艮
バ
タ
.—

.ン

：

C

Q

I
 

費
効
果
と
生
産
効
梁
の
分
類
に
理
論
的
形
式
を
与
え
る
な
ら
ば
、：
輸

入

可

能

財

H
O
.
N
N
7
.
0
N

 

'

(

®

A

_^l
o
淨
逾
戡
H
辟〉

1) ：、
「

逆
貿
易
偏
向
的」

：

8

7 

需
要
の
所
得
弾
カ
性
、
.:
お
ょ
び
輸
入
可
能
財
供
給
の
.所
得

弾

カ

性

に

関

連

し

てH
C

〈
議
く
^

^
錄

^

剜̂
^

逾̂
颖
过
辟
八
仁
等
と
な
っ
て
い
る
。

各
々
の
パ
ク
ー
ン
が
定
義
：さ
れ
ょ
ぅ
。
 

'
■
: 

. 

:.
:

以
上
の
贸
易
に
与

.え
る
経
済
成
長
効
果
の
分
析
が
成
長
I
SS 0
か
ら
分
類
さ
れ 

外
国
質
易
に
及
ほ
す
効
果
は
、
消
費
効
果
と
生
産
効
果
の
合
成
で
あ
る
が
、

る
三
つ
の
経
済
成
長
タ
ィ
プ
、
®
資
本
蓄
積
、：
髟
人
ロ
增
如
、
③
技
%

li
涉
の

図五第

考
察
に
適
用
さ
れ
る
。
分 

:析
を
現
実
的
に
す
る
た
め 

'に
、
標
準
モ
デ
ル
は
次
の 

よ
ぅ
に
具
体
化
さ
れ
る
。

■ 
ニ
国
は
農
業
：国
と
工

業 

，
国

、

ニ

財

は

食

糧

(

生

活 

必

需

品

)

とH

業

製

品(

奢 

侈

品)

、

ニ

要

素

は

、
、
労

働 

と
資
本
と
し
、
農
業
生
産 

は
労
働
集
約
的
で
、
工
業 

生
産
は
資
本
集
約
的
と
す 

る

。
.
さ

ら

に

奢

侈

品

の

限
 

界

消

齊

性

向

，は

資

本

家

階 

級

の

方

が

労

働

者

階

級

：ょ 

り
も
大
きV

、

生
活
必
需

. 

■品
の
限
界
消
費
性
向
は
そ 

!€
>▽逆

で

あ

る

と

し

ょ

ぅ

。

.
そ
し
て
財
価
格
は
世
界
市
敬
で
決
定
さ
：れ
、
不
変
と 

す
る
。
こ
こ
で
も
不
完
全
特
化
ヶ
ー
ス
を
考
え
る
。
①
お
ょ
び
©

の
経
済
说
長 

タ
ィ
プ
は
、
生
産
要
素
の
蓄
積
に
ょ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
が
1
そ
の
生
產 

効
果
の
分
析
は
.

「

リ
ブ
チ
ン
ス
キ
ー
定
理」

が
®
接
利
用
さ
れ
る
。
財
価
格
が 

不
変
に
保
た
れ
る
と
き
、

一
生
産
要
素
の
蓄
積
が
行
わ
れ
る
と
、
：：そ
の
要
素
を 

集
約
的
に
使
用
す
.る
財

，の

生

産

は

增

加

し

、

.
し
か
4
総
産
出
高
の
' 増
分
を
上
廻 

.わ
る
。
.
そ
れ
に
反
し
て
他
の
財
の
生
產
は
絶
対
的
に
減
少
す
る
。
し
た
が
っ
て

書

評

..
へ

.

資
本
蓄
稹
は
、H

業
生
産
の
増
加
と
、.

農
業
生
産
の
絶
対
的
減
少
と
な
る
。
：

^

:
 

れ
故
に
、
工
業
国
.

に
お
け
.

る
資
本
蓄
積
は
、

「
超
順
.

貿
易
偏
向
的」

生
産
効
果 

.

を
有
し
、.

農
業
国
に
お
い
'

て

は「

超
逆
質
易
偏
向
的」
生
産
効
果
を
有
す
る
で 

:

あ
.

ろ
ぅ
。
人
口
増
加
の
成
長
タ
ィ
プ
の
と
き
は
そ
れ
と
、は
逆
に
工
業
国
で
は 

「

超
逆
貿
易
偏
向
的
V

生
産
効
果
で
あ
り
、
農
業
国
で
は「
超
順
貿
易
矹
向
的」 

生
產
効
果
と
な
る
-°

そ
1 >

で
，生
產
面
数
；に
変
化
な
し
と
し
弋
財
価
格
を
不
変
に 

保
っ
た
め
に

.

は
要
素
価
格
も
不
変
に
維
持
さ
れ
る
。
,し
た
が
■っ
て
資
本
蓄
積
、

.

人
.ロ
増

加

：：に

よ

る

経

済

成

長

タ

ィ

プ

の

所

得

増

加

分

は

、

こ

と

ご

と

く

蓄

積

さ 

れ
た
要
素
：の
所
有
階
級
に
帰
属
す
る
.で
あ
ろ
ぅ
。
.そ
れ
故
に
、
資
本
蓄
積
は
奢 

侈
品
の
消
費
率
を
高
め
、
人
口
増
加
.は
：生
活
必
需
品
の
消
費
割
合
を
高
め
る
。
 

資
本
蓄
積
.のH

業
国
に
お
け
る
消
費
効
果
は
、
へ「

逆
貿
易
偏
向
的」

で
あ
り
.、，
 

農
業
国
で
は
.

「

順
貿
易
偏
向
的
.

J ,

で
.あ
る

。
’
入

口

増

加

の

場

合

は

そ

の

逆

と

な
 

る
。
消
費
効
果
と
生
産
効
果
を
合
成
し
た
総
効
果
は
、
農
業
国
の
資
本
蓄
積
、
 

工
業
国
の
人
ロ
増
加v

の
：と

き

は

「

超
逆
貿
易
偏
向
的」

成
長
パ
タ
r
ン
と
な 

.る
？
他

©,
組
合
せ
は
後
揭
の
一
魔
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

.『

外
国
質
易
と
経
済
成
長』

の
：弗
訳
版
序
文
の
中
で
示
唆
さ
れ
た
技
術
進
歩
に 

関
す
る
分
析
が
本
書
：で
も
展
開
さ
れ
：る
。
技
術
進
歩
-i
t
、
，.そ
れ
が
起
こ
っ
t
產 

業
に
よ
る
分
類
と「

最
適
資
本
丨
労
働
比
率J

.

に
対
す
る
効
果
に
よ
る
分
類
が 

.行
わ
九
る
。
後
者
は
、
.

「

中
立
的
技
術
進
歩」

「

資
本
節
約
的
技
術
進
歩」

「

労 

.働
節
約
的
技
術
進
歩Jv

が
そ
れ
で
あ
る
。
:.
:

.

.

.

「

中
立
^
!
:技
術
進
步
が
，あ
る
生
産
部
門
に
起
る
：と
；、：
先
ず
そ
の
：熟
果
は
.「

生 

產
コ
ス
ト
減
少1

:で
：あ
る
。：，1

の

財

価

格

が

維

持

さ

れ

て

，い

る

：た

め

他

部

門 

か
ち
こ
.の
部
門
へ
の
要
素
移
動
、办
起
.る
。

(

そ
}
す

る

ぅ

ち

'
に

中

立

的

技

術

進

歩

.

:ー
〇
1

-
-—
*
九
ー
.

)

;



释 済 成 ; 長 の 及 ぼ す 効 果 総 括 表

. ，成 長 の 型

ェ  業 . . 国 ^  • 業 国

消 赀

効 來
生 族 効 來 蜂 . 効 5 =

消 费

効 染
生 ? 産 效 来 総 効 果

資 . 本 蓄 m A U P U P - A P U A U A

人 口 増 加 P U A U A A U P U P 〜 A

中 立 的 技 潴 進 歩 - 

C a )  I 業 部 門 . A U P U P 〜 A P ； U A U P

バ b ) 農 業 部 門 P U A U A A U P U P - A

資 本 節 約 的 技 術 進 歩  

( a ) エ 業 部 H A  • U P U P 〜 A P U A U A

• ( b ) f A 業 部 門 P U A ベ  U P U A  — U P A U P - U A U  P  〜 U  A

労 働 節 約 的 技 術 進 渉  

( a )  X 業 部 門 A U P - U A U P 〜 U A

• -

U A - U P U A  〜 U P

( b ) 農 業 部 門 P U A U A
. '’A U  P U P - A

• A = 逆 貴 易 偈 向 的 ， P  = 順 質 易 偏 向 的 , U  A  = = 超 逆 貿 易 偏 向 的 , U P = 超 順 質 易 偏 向 的  

〜 … … 変 動 域 。 . .

が

生

：じ̂
生
®
§
門
に
#
い
^
集
約
的
に
使
敗
さ
れ
る
輿
素
価
格
は
上
昇
し
、

舨
部
門
で
廣
約
的
に
使
用
さ
れ
戈
ド
ね
霞
価
格
は
下
孝
る
。
'■
左

わ

ち

、

"

中
立
的
技
術I

t
©

は
.> 技
術
進
歩
部
門
め
生
產
が
他
部
門
め
生
產
を
犠
牲
に
し

て
城
大
す

る
傾
向
を
持
つ
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
.工
業

国
^
お

け

る

工

業
^

門
の
ヾ
淹
立
的
技
術
進
歩
,-
：
:は
：、：:'
-
'
:

「

超

順

質

易

偏

向

的

」

::
..;
生
産
効
果
を
有
し
、
.

農
.業
国
.に
，お
.け
.：.
る..H

業
部
■門

の
_-

「

中

：
立

的

技

術

進

歩

.

」

.：
は「

超

逆

質
^
偏

.̂

:

的」

生
産
効
果
を
有
す
る
^
農

業

部

門

の

ー

中

立

的

枝

術

進

歩

1-
は

そ

の

逆

の

“

関
係
に
な
る
サ̂
著
贫
約
的
技
術
進
歩
し
^
の
生
産
ー
に
与
え
る
瘀
響
は
ニ
つ
の

側

面
^
!持
っ
。
'-
.生
產

3
:ス
_ト
減
少」

と
'「

資
本
節
約」

：

が
そ
れ
で
あ
る
。

そ

れ
故
枵
：

「

資
本
節
約
前
技
術
進
歩」

、の
生
產
效
果
は
、

「

中
立
的
技
術
進
歩」

と「

資
本
蓄
'積」

.と
の

生

産

効

泉

：
の
：
合

成

物

で

あ

る

。
；

.同
じ
'よ
う
に
し
て
.

「

労
働

節
約
的
技
術
進
歩」

：.
|の
生
產
効
果
は
-「

中
立
的
抝
術
進
歩」

'と

「

人
口
壻
加J

、
の

生

産

効

果

の

合

成

物

と

し

て

.考
え
ら
れ
る
。：
消
费
効
果
.を
み
る
と
、
技
術
1
_

歩
が
生
じ
た
生
産
部
門
に
.お
：.い
て

集

約

的

に

.使

用

さ

れ

る

要

素

価

格

が

上

昇

す

る
。
し
た
.が
っ
：て
所

得
.増
加

分•の
.多
く
が
進
涉
部
門
で
の
集
約
的
要
素
の
所

有

階
級
.に
帰

属

す

る

で

あ

：ろ

う

。

.そ
し
，て
そ
の
階
級
の
消
費
性
向
の
特
質
に
よ
っ

.て
消
費
効
果
が
決
定
さ
れ
る
。.
そ
の
結
果
は
総
括
表
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
. 
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前
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は
本
書
第
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一
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全
体
に
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1い
て
も
当
て
•は
ま
る
が
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論
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展
開 

.に
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い
て
前
著
よ
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も
明
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多
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け
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お
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う
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